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これより2021年3⽉期の通期業績予想についてご説明いたします。

当⾴は事業部別の予想値となります。

想定為替レートにつきましては、スライド下部に記載しております。

また、為替差による影響についても記載しておりますので、合わせてご確
認ください。
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当⾴は、受注⼯事⾼の事業分野ごとの内訳につきましてお⽰ししております。

当期の受注⼯事⾼は全社では249億円減少し、2,020億円となる⾒込み
です。

市場環境の⾒通しについてご説明いたしますと、⾸都圏におけるオフィスビル
の建設需要は、旧耐震基準のビルの建て替え・リニューアル、再開発等のニー
ズなど、中⻑期的には底堅く推移する⾒通しですが、新型コロナウイルス感染
症拡⼤の影響により、⾜元においては短期的に投資を先送りする動きが⾒受
けられます。

また、産業空調分野は国内外ともに、新型コロナウイルス感染症拡⼤の影
響による景気悪化に伴い、最終製品の需要が減少し、各メーカーによる設備
投資は調整局⾯が継続する⾒込みです。

塗装システム事業では、今期の受注⼯事⾼の予想⾦額については、前期に
おいていくつかの案件の投資タイミングが今期に先送りになった影響により反
動増となる⾒通しです。

3



当⾴は、完成⼯事⾼の事業分野ごとの内訳につきましてお⽰ししており
ます。

当期の完成⼯事⾼は全社では223億円減少し、2,030億円となる⾒
込みです。

ビル空調分野は、前期において竣⼯を迎える⼤型再開発案件が多かっ
たことにより反動減となる⾒通しです。

また、国内の産業空調は、前期上期において⼤型案件の⼯事進捗が
寄与したことによる反動減となる⾒通しです。

海外は産業空調、塗装事業ともに、上期においてはコロナウイルス感染
症拡⼤による⼯事進捗への影響もあり、減少する⾒通しです。
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当⾴は、経常利益と親会社株主に帰属する当期純利益につきましてお⽰し
しております。

経常利益は全社では39億円減少し、120億円となる⾒込みです。

環境システム事業は、完成⼯事⾼が前期⽐で⼤幅に減少することにより、
減益となる⾒通しです。

塗装システム事業では、⽐較的競争環境の厳しい地域における案件の増加
に伴う収益性の低下により、減益となる⾒通しです。

親会社株主に帰属する当期純利益は11億減少し、80億円となる⾒込み
です。
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６ページから９ページは全社および各事業における受注⼯事⾼、完成⼯
事⾼の業績予想をお⽰ししておりますのでご参照ください。
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当⾴は、⾃社株式の取得・消却実績についてお⽰ししています。

基本⽅針としましては、資本効率の向上と機動的な財務政策の実現を
⽬的として、⾃社株取得・消却を弾⼒的に実施していきます。
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当⾴においては、配当についてご説明いたします。

当社は、利益配当⾦による株主の皆様への利益還元を最重要施策の
ひとつとして考え、連結配当性向35％を⽬標とし、かつ、安定的な配当
を実施していくことを基本⽅針としております。 2021年３⽉期の年間配
当予想⾦額につきましては、業績及び当配当⽅針を総合的に勘案した
結果、１株当たり90円といたしました。

11



12


